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1 伊予市自転車を活用した観光等推進計画の基本的な考え方 

1.1 計画の策定目的 

伊予灘の美しい海と多島美、季節によって色彩を変える山々、人の温かさが伝わる伝統的な

街並みなど、様々なロケーションが楽しめる当市は、徒歩より少し早く、自動車よりもゆっく

りとしたスピードで、風の匂いをはじめ五感で楽しめる、自転車による観光に適しています。 
自転車は、目的地だけでなく道中を楽しめることが魅力の 1 つです。当市では、e-bike※1の

レンタサイクルを用意しており、海風を感じながらのんびり走ったらカフェで休憩したり、写

真を撮ったり、お散歩感覚で楽しめる「ポタリング※2」を推奨しています。 
 
また、自転車の活用は、わが国が抱く様々な社会的課題の解決方法として期待されている面

もあり、自転車活用推進の流れは時代の要請ともいえます。 
 
このような中、自転車の活用による環境負荷の低減、災害時における交通機能の維持、国民

の健康増進等を図ることなど新たな課題に対応するため、交通の安全の確保を図りつつ、自転

車の利用を増進し、交通における自動車への依存の程度を低減することによって、公共の利益

の増進に資すること等を基本理念とする自転車活用推進法（平成 28 年法律第 113 号。以下

「法」という。）が平成 29 年 5 月 1 日に施行され、さらに、法第 9 条に基づく自転車活用推

進計画が平成 30 年 6 月 8 日に閣議決定されました。 
 
これを受け、当市においては、自転車を活用した観光の推進と地域の活性化を基調とし、良

好な都市環境の形成、健康長寿社会の実現、交通安全の推進などの各種社会的問題にも対応す

ることを目的とし、法第 11 条の規定に基づき本計画を策定するものです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

※1 e-bike とは 

電動アシスト付きの⾃転⾞のことで、スポーツタイプのものからシティサイクルタイプのものまであります。 
伊予市のレンタサイクルでは、スポーツタイプ（クロスバイク）とシティサイクルタイプのどちらも用意しており、
本格的なサイクリングだけでなく、お散歩感覚のサイクリング（ポタリング）にも適しています。 

※2 ポタリングとは 

「Putter（のんびりブラブラする）」からきた和製英語で、お散歩感覚で楽しむサイクリングのことです。 
はっきりとした定義はありませんが、⼀般的には距離や速度を気にせず、⾃転⾞でゆったり⼟地をめぐることと
されています。 
本計画では、レンタサイクルでご当地グルメめぐりをしたり、気の向くままに景色のよいところをめぐって写真を
撮ったり、気軽にのんびりと⾃転⾞を楽しむことをポタリングと定義しています。 
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1.2 自転車を取りまく動向 

1) 国の動向 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

平成 29 年 5 月 ⾃転⾞活⽤推進法 

地域の実情に応じた⾃転⾞の活用の推進に関する施策を定めた計画を定めることが、 
地⽅⾃治体においても努⼒義務化されました。 

基本理念 

・⾃転⾞は環境に深刻な影響を及ぼす物質等を発⽣せず、災害時において機動的 
・⾃動⾞依存の低減による、国⺠の健康の増進及び交通混雑緩和等、経済的社会的効果 
・交通体系における⾃転⾞による交通の役割を拡⼤ 
・⾃転⾞の活用を推進する際は、交通安全の確保を図る 

平成 30 年 6 月 ⾃転⾞活⽤推進計画 
⾃転⾞の活用の推進に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、⾃転⾞の 
活用の推進に関する目標及び講ずべき必要な措置を定めた計画として策定されました。 

⾃転⾞の活⽤推進に関する⽬標 

・⾃転⾞交通の役割拡⼤による良好な都市環境の形成 
・サイクルスポーツの振興等による活⼒ある健康⻑寿社会の実現 
・サイクルツーリズムの推進による観光⽴国の実現 
・⾃転⾞事故のない安全で安⼼な社会の実現 

令和 3 年 5 月改定 第 2 次⾃転⾞活⽤推進計画 
昨今の社会情勢の変化等を踏まえ、また、今後の社会の動向を⾒据えつつ、持続可能な社会の 
実現に向けた⾃転⾞の活用の推進を⼀層図るため、改定されました。 

第 1 次計画からの社会情勢の変化等 

・多様な⾃転⾞の開発・普及 
・損害賠償責任保険等への加入促進 

追加された新たな施策 
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2) 愛媛県の動向 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

  

平成 31 年 3 月 愛媛県⾃転⾞新⽂化推進計画 
⾃転⾞活用推進法を受け、県の第 3 期アクションプログラムの策定に合わせて、⾃転⾞新⽂化の 
更なる拡⼤・深化に向けて、⾃転⾞の活用を総合的かつ計画的に推進するため策定されました。 

⾃転⾞を巡る現状及び課題に対応するための 5 つの⽬標 
・県⺠みんながつくり・育てるサイクリングパラダイス 
・交流⼈⼝の拡⼤による地域活性化 
・歩⾏者・⾃転⾞にやさしいまちづくり 
・シェア・ザ・ロードの精神に基づく⾃転⾞の安全利用 
・サイクルスポーツの振興 

サイクリングを核にして交流⼈⼝を拡⼤させ、地域の活性化に繋げるとともに、県⺠に⾃転⾞を活用した 
ライフスタイルを提案し、「健康」「⽣きがい」「友情」を育み、⽣活の質の向上を図ろうとする取組みです。 

⾃転⾞新⽂化とは 

※令和 3 年 3 月に、昨会情勢の変化等を踏まえ中間⾒直しが⾏われ、⼀部改定されました。 
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1.3 計画の位置づけ 

本計画は、国や愛媛県の自転車活用推進計画を勘案し、当市の自転車に関する施策における

最上位計画として位置づけるものです。 
計画の策定にあたっては、上位計画である「第 2 次伊予市総合計画」や「伊予市まち･ひと･

しごと創生総合戦略」を踏まえ、「伊予市まるごと おもてなしプラン」、「第 2 次伊予市都

市計画マスタープラン」などの関連計画との整合を図っています。 
 
【計画の位置づけイメージ図】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

第２次伊予市総合計画（平成 28 年） 

伊予市まち･ひと･しごと創⽣総合戦略 

（令和 2 年改訂） 

【上位計画】 

伊予市⾃転⾞を活⽤した観光等推進計画 

⾃転⾞活用推進法（平成 29 年 5 月） 

（国）⾃転⾞活用推進計画（令和 3 年 5 月改定） 

愛媛県⾃転⾞新⽂化推進計画（令和 3 年 3 月改定） 

【関連計画】 

第2 次伊予市都市計画マスタープラン（令和2 年） 

○歩⾏者や⾃転⾞利用者にとって魅⼒的なまちなか
を整備するため、⼈優先の道路空間の形成を推進 

○駐輪場の設置やコミュニティサイクルの導入、⾃転
⾞専⽤通⾏帯の確保 

○歩⾏者や⾃転⾞利用者が⾃分の過ごし⽅でほっと
⼀息つける魅⼒的な空間を⼩公園として整備 

○放置⾃転⾞の排除 

伊予市地域公共交通計画（平成26 年） 

日常活⽤ 

健康 防災 

伊予市まるごと おもてなしプラン・観光パンフレット 

安全・安心 

○利便性の⾼い公共交通ネットワークの構築 

伊予市健康づくり・食育推進計画 
（平成 30 年） 

○運動習慣を身につけるきっかけ作
りを支援 

○運動する場所の情報発信 
○身体活動・運動に関する事業を

増やす 
○活発な身体活動と運動の意義

の周知 
○運動を身につけるための健康教

室の実施 

第10次伊予市交通安全計画 
（平成 28 年） 

○⽣活道路等における⼈優先の安
全・安⼼な歩⾏空間の整備 

○⾃転⾞利用環境の総合的整備 
 ⾃転⾞等の駐輪対策の推進 
○交通安全思想の普及徹底 
○⾃転⾞の安全性の確保 
 損害賠償責任保険等への加入

促進 

観光活⽤ 

伊予市地域防災計画 
（平成 28 年） 

○南海トラフ巨⼤地震や芸予地震
が想定されており、伊予灘では最
⼤クラスの津波が想定されている 

（参考）他府県⾃転⾞活用事例 
・⼤阪北部地震 
 ⼤阪府や兵庫県の 11 箇所の 
 サイクルステーションを対象に 
 電動アシスト⾃転⾞の無償提供 
 を実施(災害発⽣後の移動手段) 

〇⼥性目線で伊予市の
楽しみ⽅を提案・推進
する伊予市まるごと お
もてなしプラン 

○松山市在住のライターが
直接現地に足を運び、
⼥性の目線で⾒つけた
伊予市の「素敵︕」がい
っぱい詰まった観光パン
フレット 
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1.4 計画区域 

本計画の対象区域は、市内全域とします。 
 
 

1.5 計画期間 

本計画の期間は、2022 年度（令和 4年度）から 2026 年度（令和 8 年度）までの 5年間とし

ます。 

ただし、国及び県の計画の改定や社会情勢の変化等を踏まえ、必要に応じて計画の見直しを

行うものとします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

（年度） 2021 
R3 

2022 
R4 

2023 
R5 

2024 
R6 

2025 
R7 

2026 
R8 

2027 
R9 

第２次⾃転⾞活用推進計画 
（令和３年５月）        

愛媛県⾃転⾞新⽂化推進計画 
（中間⾒直し） 

       

伊予市まるごと おもてなしプラン 
〜伊予市観光振興計画〜 

       

伊予市⾃転⾞を活⽤した 
観光等推進計画 

      ★ 

 

 

 

⾒直し 

Phase2 
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2 自転車利用環境に関する現況調査 

本計画の策定にあたり、下記 2 つの調査を実施しました。 
  市民アンケート調査（市内居住者の自転車利用状況等の把握） 
  自転車利用者を対象としたアンケート調査（市外居住者の伊予市内での自転車利用状況

等の把握） 
 

2.1 市民アンケート調査 

1) 調査目的 

市民の自転車利用状況、観光ニーズ、自転車関連施策及び利用環境に関する満足度等を把

握することを目的としています。 
 

2) 調査対象・回収数 

調査対象：世帯主が 20 歳以上の市民 1,500 世帯を無作為抽出、高校生以上の家族も 
 対象としています。 
回 収 数：518 票（回収率 34.5%） 
 

3) 調査実施期間 

2021 年 6 月下旬～2021 年 7 月中旬 
 

4) 調査方法 

案内とアンケート票を郵送で配布し、記入したアンケート票は郵送により回収する方法で

アンケートを実施しました。実施に際しては WEB 上でも回答できるようにしました。 
 

5) 設問項目 

以下に設問項目を示します。 
 

表 2.1 調査設問項目 

項目 設問 

１．あなたご自身のことに

ついてお伺いします。 

Q1 性別、年齢、居住地について教えてください。 

Q2 あなたの職業について、あてはまるものを 1 つお選びくださ

い。 

Q3 よく使う交通手段、距離について、最もあてはまるものをそれ

ぞれ 1 つお選びください。 

２．自転車の利用について

お伺いします。 

Q4 あなたの自転車の保有・利用の状況について最もあてはまるも

のを 1 つお選びください。 

Q5 保有自転車の車種についてあてはまるものをお選びください。

複数台所持している場合は、利用の多い順に上位 3 つまでお選

びください。自身で自転車を保有していない場合でも、自転車

を使用することがあればお答えください。 

Q6 あなたの自転車の利用頻度について最も近いものを1つお選び

ください。 

Q7 あなたの自転車の利用目的についてあてはまるものを上位3つ

までお選びください。 



2 自転車利用環境に関する現況調査 

2-2 

項目 設問 

２．自転車の利用について

お伺いします。 

Q8 自転車を利用する距離（片道）について最もあてはまるものを

1 つお選びください。 

Q9 普段、歩道のある道路を自転車で走行する際、どこを走ること

が多いですか？最もあてはまるものを 1つお選びください。 

Q10 普段、Q9 の回答場所を走行する理由についてあてはまるものを

すべてお選びください。 

Q11 あなたの自転車保険加入状況について最もあてはまるものを 1

つお選びください。 

Q12 Q11 で「11.入っていない」と答えた方にお伺いします。加入し

ない理由についてあてはまるものをすべてお選びください。 

Q13 あなたは自転車に乗る時にヘルメットを着用しますか？それ

ぞれ最もあてはまるものを 1 つずつお選びください。 

Q14 Q2 で「6.高校生」と答えた方にお伺いします。高校卒業後にも

自転車を利用するかについて最もあてはまるものを1つお選び

ください。 

Q15 Q4 で「3.自転車を保有しているが、利用していない」「4.自転

車を保有も利用もしていない」と答えた方にお伺いします。自

転車を利用しない理由としてあてはまるものを上位3つまでお

選びください。 

３．新型コロナウイルスの

影響についてお伺いし

ます。 

Q16 新型コロナウイルスの影響により自転車の利用状況に変化は

ありましたか？「仕事関連」・「仕事関連以外」についてあて

はまるものをそれぞれ 1つお選びください。 

４．観光・e-bike について

お伺いします。 

Q17 あなたの e-bike の認知・利用経験ついて最もあてはまるもの

を 1 つお選びください。 

Q18 あなたが e-bike を使いたいと思う場面について最もあてはま

るものを、スポーツタイプ・シティサイクルタイプそれぞれ 1

つずつお選びください。 

Q19 伊予市では e-bike のレンタサイクルを行っています。あなた

が e-bike のレンタサイクルを利用したいと思う期間について

最もあてはまるものを、スポーツタイプ・シティサイクルタイ

プそれぞれ 1 つずつお選びください。 

Q20 あなたが e-bike のレンタサイクルを利用しようと思う上限金

額について最もあてはまるものを、スポーツタイプ・シティサ

イクルタイプそれぞれ 1つずつお選びください。 

Q21 あなたが e-bike のレンタサイクルに求めるサービスについて

あてはまるものをすべてお選びください。 

５．健康づくりについてお

伺いします。 

Q22 健康づくりについて最もあてはまるものを 1 つお選びくださ

い。 

６．安全・安心についてお

伺いします。 

Q23 あなたは以下に掲げる自転車の交通ルール・マナーを知ってい

ますか？あてはまるものをすべてお選びください。 

Q24 あなたが以下の自転車の交通ルール・マナーのうち、守ってい

ないと思うものについて（自転車を利用しない方は、自転車利

用者を見て、守っていないと思うものについて）あてはまるも

のを 5 つまでお選びください。 
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項目 設問 

６．安全・安心についてお

伺いします。 

Q25 65 歳以上の方で運転免許をお持ちの方はご自身が免許返納後

にどのようにしたいかについて、すでに免許返納された方はご

自身が現在どのようにしているかについて、それ以外の方は身

近な 65 歳以上の方にどのようにしてほしいかについてご回答

ください。 

Q25-1 

運転免許返納後の移動手段として、自転車を利用したいと思い

ますか？最もあてはまるものを 1つお選びください。 

Q25-2 

Q25-1 で「3.自転車を利用したいと思わない（または利用して

いない、利用してほしいと思わない）」、「4.わからない」と

答えた方にお伺いします。運転免許返納後に利用したい（また

は利用している、利用してほしい）移動手段についてあてはま

るものを 3 つまでお選びください。 

７．最後に全体的な自転車

環境についてお伺いし

ます。 

Q26 伊予市の自転車環境についてどのように感じておられますか。

それぞれあてはまるものを 1 つずつお選びください。 

Q27 伊予市の自転車環境に対して優先して実現してほしい施策と

してあてはまるものを上位 3 つまでお選びください。 

Q28 伊予市の自転車環境についてご意見があればご記入ください。 
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6) 調査結果概要 

調査結果概要を以下に示します。 
 

表 2.2 調査結果概要 

設問 概要 

Q1 性別、年齢、居住地について教え

てください。 

●性別は男性が 54％、女性が 45％ 

●年齢は 60 代以上が 4割以上 

●居住地は伊予地区が約 8割、中山地区・双海地区は各 1割 

Q2 あなたの職業について、あては

まるものを1つお選びください。 
●会社員・団体職員が約 3割で最も多い 

Q3 よく使う交通手段、距離につい

て、最もあてはまるものをそれ

ぞれ 1 つお選びください。 

●市民の交通手段は自家用車が約 7～8 割、次に自転車が多い 

●自転車での移動距離は 5km 未満が多い 

●自家用車は 5km 以上が多いものの、日常では 5km 未満が約 5

割程度と近距離の移動でも自家用車を使う割合が高い 

Q4 あなたの自転車の保有・利用の

状況について最もあてはまるも

のを 1 つお選びください。 

●自転車を利用している割合は約 3 割 

●「保有しているが利用していない」割合が約 2割、「保有も

利用もしていない」割合が約 5割 

Q5 保有自転車の車種についてあて

はまるものをお選びください。

複数台所持している場合は、利

用の多い順に上位 3 つまでお選

びください。自身で自転車を保

有していない場合でも、自転車

を使用することがあればお答え

ください。 

●保有自転車の車種は「シティサイクル」が約 7割で最も多い 

●スポーツタイプ（クロスバイク、ロードバイク、マウンテン

バイク）の割合は約 3 割 

●電動アシスト自転車の割合は約 1 割 

 

Q6 あなたの自転車の利用頻度につ

いて最も近いものを 1 つお選び

ください。 

●週に 3 日以上利用している割合が約 4割 

Q7 あなたの自転車の利用目的につ

いてあてはまるものを上位 3 つ

までお選びください。 

●「買い物、通院などの日常生活」が約 2割と最も多く、次い

で「通勤」が約 2割 

Q8 自転車を利用する距離（片道）に

ついて最もあてはまるものを 1

つお選びください。 

●2km 未満が約 6割 

Q9 普段、歩道のある道路を自転車

で走行する際、どこを走ること

が多いですか？最もあてはまる

ものを 1つお選びください。 

●歩道が約 7割 

Q10 普段、Q9 の回答場所を走行する

理由についてあてはまるものを

すべてお選びください。 

●歩道走行の理由は、「安全で安心して走れるから」「車道を

走るのが怖いから」が多い 

●車道走行の理由は、「安全ではないがルールで決まっている

から」が最も多く、次いで「歩道を走りたいが、幅員が狭く、

歩行者も多く走れないから」となっている 

Q11 あなたの自転車保険加入状況に

ついて最もあてはまるものを 1

つお選びください。 

●「自転車保険に加入」、「自動車保険の特約として加入」が

どちらも 2割以上と多く、次いで「入っていない」が約 2割 
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設問 概要 

Q12 Q11 で「11.入っていない」と答

えた方にお伺いします。加入し

ない理由についてあてはまるも

のをすべてお選びください。 

●「加入について考えたことがないから」が最も多い 

Q13 あなたは自転車に乗る時にヘル

メットを着用しますか？それぞ

れ最もあてはまるものを 1 つず

つお選びください。 

●「全く着用しない」が最も多く、「通勤・通学」、「買物等

の日常活動」、「趣味（サイクリング等）」のどの目的でも

7 割以上 

Q14 Q2 で「6.高校生」と答えた方に

お伺いします。高校卒業後にも

自転車を利用するかについて最

もあてはまるものを 1 つお選び

ください。 

（有効回答が 1 件のみのため分析不可） 

Q15 Q4 で「3.自転車を保有している

が、利用していない」「4.自転車

を保有も利用もしていない」と

答えた方にお伺いします。自転

車を利用しない理由としてあて

はまるものを上位 3 つまでお選

びください。 

●「自動車など、自転車以外の交通手段の方が便利だから」が

最も多く、次に「目的地までの移動距離が長いから」が多い 

Q16 新型コロナウイルスの影響によ

り自転車の利用状況に変化はあ

りましたか？「仕事関連」・「仕

事関連以外」についてあてはま

るものをそれぞれ 1 つお選びく

ださい。 

●「変わらない」が 9 割以上 

Q17 あなたの e-bike の認知・利用経

験ついて最もあてはまるものを

1 つお選びください。 

●「知っているが、利用したことはない」が半数以上を占め、

「知らない」が約 4割 

Q18 あなたがe-bikeを使いたいと思

う場面について最もあてはまる

ものを、スポーツタイプ・シティ

サイクルタイプそれぞれ 1 つず

つお選びください。 

●スポーツタイプでは「サイクリング」、シティサイクルでは

「日常生活」や「サイクリング」が多い 

Q19 伊予市ではe-bikeのレンタサイ

クルを行っています。あなたが

e-bike のレンタサイクルを利用

したいと思う期間について最も

あてはまるものを、スポーツタ

イプ・シティサイクルタイプそ

れぞれ1つずつお選びください。 

●スポーツタイプは半日以上が多く、シティサイクルタイプは

2～3時間以内が多い 

Q20 あなたがe-bikeのレンタサイク

ルを利用しようと思う上限金額

について最もあてはまるもの

を、スポーツタイプ・シティサイ

クルタイプそれぞれ 1 つずつお

選びください。 

●スポーツタイプ、シティサイクルタイプともに「1 時間あた

り 300 円以内」が 8割以上 

●スポーツタイプとシティサイクルタイプを比較すると、スポ

ーツタイプの方が利用上限額は高い 
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設問 概要 

Q21 あなたがe-bikeのレンタサイク

ルに求めるサービスについてあ

てはまるものをすべてお選びく

ださい。 

●「乗り捨てできる」が最も多く、次いで「周辺施設の情報提

供・割引サービス」、「自転車のトラブルに対応してくれる

サイクルレスキューの整備」となっている 

Q22 健康づくりについて最もあては

まるものを 1 つお選びください。 

●自転車を含め運動している人が約 4割 

●運動している人を除き、総じて健康づくりに興味がないより

も興味がある割合が高い 

Q23 あなたは以下に掲げる自転車の

交通ルール・マナーを知っていま

すか？あてはまるものをすべて

お選びください。 

●多くが 8割を超えているが、「人の多い道路では自転車に乗

らずに押し歩きをする」、「歩道を走るときはすぐに止まれ

るスピードで走る」の認知度が相対的に低い 

Q24 あなたが以下の自転車の交通ル

ール・マナーのうち、守っていな

いと思うものについて（自転車

を利用しない方は、自転車利用

者を見て、守っていないと思う

ものについて）あてはまるもの

を 5 つまでお選びください。 

●「ヘルメットを着用する」が最も多く、次いで「車道を走る」

となっている 

●「ながら運転」や「傘さし運転」、「横に並んで走らない」

は、認知度が高い割に守っていない割合が高い 

Q25 65 歳以上の方で運転免許をお持

ちの方はご自身が免許返納後に

どのようにしたいかについて、

すでに免許返納された方はご自

身が現在どのようにしているか

について、それ以外の方は身近

な65歳以上の方にどのようにし

てほしいかについてご回答くだ

さい。 

Q25-1 

運転免許返納後の移動手段とし

て、自転車を利用したいと思い

ますか？最もあてはまるものを

1 つお選びください。 

●免許返納後に自転車を利用したいという回答は約 3割 

 Q25-2 

Q25-1 で「3.自転車を利用したい

と思わない（または利用してい

ない、利用してほしいと思わな

い）」、「4.わからない」と答え

た方にお伺いします。運転免許

返納後に利用したい（または利

用している、利用してほしい）移

動手段についてあてはまるもの

を 3 つまでお選びください。 

●利用しない場合の移動手段は「徒歩」、「コミュニティバス」、 

「家族・知人などによる送迎」が多い 

Q26 伊予市の自転車環境についてど

のように感じておられますか。

それぞれあてはまるものを 1 つ

ずつお選びください。 

●全体的に「やや満足」、「満足」よりも「やや不満」、「不

満」の割合が高く、特に「自転車に関する情報発信」、「自

転車を活用した観光振興」、「ルール・マナーの啓発」の満

足度が低い 
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設問 概要 

Q27 伊予市の自転車環境に対して優

先して実現してほしい施策とし

てあてはまるものを上位 3 つま

でお選びください。 

●「自転車走行環境整備」が最も多く、次いで「ルール・マナ

ーの啓発」となっている 

Q28 伊予市の自転車環境についてご

意見があればご記入ください。 

●自転車走行環境に関する意見が約 4割と最も多く、次いでル

ール・マナーに関する意見が約 2割となっている 

※詳細な調査結果については「資料編」に掲載しています。 
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2.2 自転車利用者を対象としたアンケート調査 

1) 調査目的 

市外から来訪するサイクリストのニーズ把握を目的としています。 
 

2) 調査対象・回収数 

調査対象：楽天インサイト（株）に登録の以下地域居住者の内、3 年以内に 
 伊予市内での観光・立ち寄り等を目的にサイクリングをしたことがある人を 
 対象としています。 
回 収 数：212 票 
 

表 2.3 調査対象地域 

地方 対象都府県 

四国 愛媛県（伊予市は除く）、徳島県、香川県、高知県 

関東 埼玉県、千葉県、神奈川県、東京都 

近畿 京都府、大阪府、兵庫県 

中国 岡山県、広島県 

 

3) 調査実施期間 

2021 年 7 月上旬～2021 年 7 月中旬 
 

4) 調査方法 

Web リサーチ会社「楽天インサイト（株）」に登録しているモニターを対象に Web 上で

回答していただく方式で実施しました。 
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5) 設問項目 

以下に設問項目を示します。 
 

表 2.4 調査設問項目 

項目 設問 

１．あなたご自身のことに

ついてお伺いします。 

Q1 サイクリング実施頻度について最もあてはまるものをそれぞ

れ 1 つずつお選びください。 

Q2 日頃のサイクリングで主に使用する自転車について最もあて

はまるものを 1つお選びください。 

Q3 日頃のサイクリングで主に使用する自転車の車種について最

もあてはまるものを 1つお選びください。 

２．伊予市内でのサイクリ

ング実施状況について

お伺いします。 

Q4 伊予市内でのサイクリングの主な目的についてあてはまるも

のをすべてお選びください。 

Q5 伊予市内でのサイクリングの主な目的地について最もあては

まるものを 1 つお選びください。 

Q6 伊予市内でのサイクリングの行程について、スタート地点とゴ

ール地点、総距離を入力してください。 

Q7 伊予市内でのサイクリングの行程について、施設の立寄り順を

お選びください。 

Q8 Q7 で 2 箇所目以降すべて「32.あてはまる施設はない」を選ん

だ方にお伺いします。 

伊予市内での立寄り施設が少ない理由として最もあてはまる

ものを 1つお選びください。 

Q9 Q4 で伊予市内のサイクリング実施頻度について「4.半年に 1

回」・「5.年 1回」・「6.それ以下」と答えた方にお伺いしま

す。 

伊予市内でのサイクリング頻度が少ない理由について最もあ

てはまるものを 1 つお選びください。 

３．伊予市内でのサイクリ

ングの意向についてお

伺いします。 

Q10 伊予市内で行ってみたい地域・施設についてあてはまるものを

すべてお選びください。 

Q11 Q10 で選択した地域・施設に今まで行かなかった理由として、

最もあてはまるものを 1つお選びください。 

Q12 伊予市内でサイクリングを実施する、あるいはより実施するた

めに必要な取組みについてあてはまるものをすべてお選びく

ださい。 

Q13 あなたが e-bike のレンタサイクルを利用しようと思う上限金

額について最もあてはまるものを、スポーツタイプ・シティサ

イクルタイプそれぞれ 1つずつお選びください。 
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6) 調査結果概要 

調査結果概要を以下に示します。 
 

表 2.5 調査結果概要 

設問 概要 

個人属性：性別、年齢、居住地 

●性別は男性が 72％、女性が 28％ 

●年齢は 30～50 代で約 7割、60 代以上は 2割未満 

●居住地は東京都、大阪府が最も多く各 2 割、次いで愛媛県（伊

予市除く）、京都府が各 1割となっている 

Q1 サイクリング実施頻度について

最もあてはまるものをそれぞれ

1 つずつお選びください。 

●伊予市内でのサイクリング実施頻度は、半年に 1 回以下が 8

割以上 

Q2 日頃のサイクリングで主に使用

する自転車について最もあては

まるものを1つお選びください。 

●マイ自転車が約 6割、レンタサイクルが約 4割 

Q3 日頃のサイクリングで主に使用

する自転車の車種について最も

あてはまるものを 1 つお選びく

ださい。 

●スポーツタイプ（クロスバイク、ロードバイク、マウンテン

バイク）が約 7 割 

Q4 伊予市内でのサイクリングの主

な目的についてあてはまるもの

をすべてお選びください。 

●「景色」が最も多く約 9割、次いで「食」が約 7割となって

いる 

Q5 伊予市内でのサイクリングの主

な目的地について最もあてはま

るものを 1 つお選びください。 

●「伊予灘 SA」、「五色浜（五色浜公園）」、「ウェルピア伊

予」と伊予地区内が多い 

Q6 伊予市内でのサイクリングの行

程について、スタート地点とゴ

ール地点、総距離を入力してく

ださい。 

●スタート地点、ゴール地点ともに伊予市内が最も多く、次い

で松山市となっている 

Q7 伊予市内でのサイクリングの行

程について、施設の立寄り順を

お選びください。 

●施設の立寄り箇所数は 1箇所が約 3割と最も多い 

●最初の立寄り地は「伊予灘 SA」、「五色浜（五色浜公園）」、

「ウェルピア伊予」が多い 

Q8 Q7 で 2 箇所目以降すべて「32.あ

てはまる施設はない」を選んだ

方にお伺いします。 

伊予市内での立寄り施設が少な

い理由として最もあてはまるも

のを 1 つお選びください。 

●「立寄りたい施設がないから」、「伊予市に何があるか知ら

ないから」が多い 

Q9 Q4 で伊予市内のサイクリング実

施頻度について「4.半年に1回」・

「5.年 1回」・「6.それ以下」と

答えた方にお伺いします。 

伊予市内でのサイクリング頻度

が少ない理由について最もあて

はまるものを 1 つお選びくださ

い。 

●距離に関係ない理由（魅力を感じない、知らない）が約 3割 
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設問 概要 

Q10 伊予市内で行ってみたい地域・

施設についてあてはまるものを

すべてお選びください。 

●「ウェルピア伊予」、「伊予灘 SA」が多く、「五色姫海浜公

園」や「ふたみシーサイド公園（道の駅ふたみ）」等、伊予

灘沿いの施設も多い 

Q11 Q10 で選択した地域・施設に今ま

で行かなかった理由として、最

もあてはまるものを 1 つお選び

ください。 

●「行くのに時間がかかるから」が最も多く半数を占める一方

で、「行ってみたいとは思うが、そのためだけに行くほどで

はないから」が約 3割となっている 

Q12 伊予市内でサイクリングを実施

する、あるいはより実施するた

めに必要な取組みについてあて

はまるものをすべてお選びくだ

さい。 

●「安全・快適な走行環境の整備」が最も多く、「サイクルオ

アシスの拡充」、「サイクリスト向け交通機関の整備」等も

多い 

Q13 あなたがe-bikeのレンタサイク

ルを利用しようと思う上限金額

について最もあてはまるもの

を、スポーツタイプ・シティサイ

クルタイプそれぞれ 1 つずつお

選びください。 

●「1 時間当たり 301 円以上」が半数以上 

●スポーツタイプとシティサイクルタイプを比較するとスポ

ーツタイプの方が利用上限額は高い 

※詳細な調査結果については「資料編」に掲載しています。 
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3 伊予市の自転車に関わる現状と課題の整理 

3.1 伊予市の自転車に関わる現状の整理 

1) 伊予市の都市環境 

(1) 高齢化の進展 

 
 

 
 

出典：2015 年までは国勢調査、2020～2040 年は国立社会保障・人口問題研究所の推計値 

図 3.1 人口及び高齢化率の推移 

 
 

       
 

出典：国勢調査 

図 3.2 地区別人口及び高齢化率の推移 

○伊予市の総人口は減少傾向にあります。 

○人口構成比の推移では、15～64 歳の生産年齢人口が大きく減少しており、2045 年には 65 歳

以上の老年人口（高齢者）の割合が 40％になると見込まれています。 

○地区別にみると、伊予地区の人口はほぼ横ばいですが、中山地区、双海地区の人口は大きく

減少しています。高齢化率はすべての地区で増加傾向にあり、中山地区・双海地区は 4 割以

上とかなり高くなっています。 

※2005年に中山町・双海町の2町が伊予市と合併したため、 
  2000年以前の数値は伊予市・中山町・双海町の合算値 

伊予地区 中山地区 双海地区 
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(2) 人口の分布 

 
 

 
 

出典：平成 27 年国勢調査 

図 3.3 夜間人口分布 

 

 
 

出典：平成 26 年経済センサス 

図 3.4 従業人口分布 

  

○伊予地区の中心部およびその周辺に夜間人口、従業人口が集中しています。 

○中山地区、双海地区では役所や学校がある箇所を中心に夜間人口、従業人口が多くなって

います。 
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(3) 移動の現状 

a) 場面別の交通手段 

 
 

 
 

出典：市民アンケート調査 

図 3.5 場面別の交通手段 
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3.4%

3.8%

0.6%

0.2%

84.9%

0.4%

2.6%

7.0%

0.4%

2.6%

2.2%

0.4%

0.2%

85.9%

0.4%

2.0%

5.6%

0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

徒歩のみ

鉄道（駅まで徒歩）

鉄道（駅まで⾃転⾞）

鉄道（駅までその他）

バス（バス停まで徒歩）

バス（バス停まで⾃転⾞）

バス（バス停までその他）

⾃家用⾞

ハイヤー・タクシー

⾃動⼆輪、原付

⾃転⾞

その他

通勤・通学

日常

休日

n=378

n=498

n=496

○市民の交通手段は自家用車が約 7～8 割と最も多く、次に自転車が多くなっています。 
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b) 交通手段別の移動距離 

 
 
 

 
 
 

 
 

出典：市民アンケート調査 

図 3.6 交通手段別の移動距離 
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n=27

n=35

n=25

7%

2%

1%

4%

8%

3%

9%

17%

6%

13%

21%

15%

17%

20%

24%

21%

15%

16%

10%

7%

10%

19%

8%

24%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

通勤・通学

日常

休日

1km未満 1〜2km未満 2〜3km未満 3〜5km未満

5〜10km未満 10〜15km未満 15〜20km未満 20km以上

n=253

n=402

n=395

○自転車での移動距離は 5km 未満が多く、自家用車は 5km 以上が多いものの、5km 未満が日

常では約 5 割程度と近距離の移動でも自家用車を使う割合が高くなっています。 

⾃転⾞ 

⾃動⾞ 
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c) 場面別の交通手段（居住地区別） 

 
 
 

 
 
 

      
出典：市民アンケート調査 

図 3.7 場面別の交通手段（居住地区別） 
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n=378
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85.9%
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徒歩のみ

鉄道（駅まで徒歩）

鉄道（駅まで⾃転⾞）

鉄道（駅までその他）

バス（バス停まで徒歩）

バス（バス停まで⾃転⾞）
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⾃動⼆輪、原付

⾃転⾞

その他

通勤・通学

日常

休日

n=41

n=63

n=64

2.4%

4.9%

87.8%

4.9%

1.9%

98.1%

2.0%

92.2%

5.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

徒歩のみ

鉄道（駅まで徒歩）

鉄道（駅まで⾃転⾞）

鉄道（駅までその他）

バス（バス停まで徒歩）

バス（バス停まで⾃転⾞）

バス（バス停までその他）

⾃家用⾞

ハイヤー・タクシー

⾃動⼆輪、原付

⾃転⾞

その他

通勤・通学

日常

休日

n=41

n=53

n=51

○地区別にみると、伊予地区と比べて中山地区・双海地区の自家用車の分担率が高くなってい

ます。 

○自転車分担率は、伊予地区では 8％程度となっていますが、中山地区、双海地区では多くが

5％以下と低くなっており、自動車分担率が相対的に高くなっています。 

伊予地区 

中山地区 双海地区 
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(4) 自転車の現状 

a) 自転車の主な利用目的、走行距離 

 
 

 
 
 

 
 

出典：市民アンケート調査 

図 3.8 自転車の主な利用目的及び走行距離 

 
  

22%

4%

12%

40%

2%

13%

0%

6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

通勤

通学

仕事（業務）

買い物、通院などの日常⽣活

子どもの送迎

趣味（サイクリングなど）

習い事に⾏くため

その他

n=158

28%

33%

16%

8%

5%

4% 1%
5% 1km未満

1〜2km未満

2〜3km未満

3〜5km未満

5〜10km未満

10〜15km未満

15〜20km未満

20km以上n=158

○自転車の主な利用目的は「買い物、通院などの日常生活」が最も多く、次いで「通勤」となって

おり、走行距離は 2km 未満が 6 割を占めています。 
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b) 自転車利用時の走行場所 

 
 

 
 
 

 
 

出典：市民アンケート調査 

図 3.9 自転車利用時の走行場所及びその理由 

 
  

歩道の建物側
25%

歩道の真ん中
15%

歩道の⾞道側
30%

⾞道
30%

n=155

75.2%

1.8%

7.3%

7.3%

43.1%

0.9%

54.1%

2.8%

4.6%

17.4%

67.4%

8.7%

2.2%

13.%

23.9%

0% 20% 40% 60% 80%

安全で安⼼して走れるから

安全ではないがルールで決まっているから

⾃転⾞の走⾏位置として路⾯などに表⽰がされている…

他の⾃転⾞も同じように走っているから

事故に遭うのを避けたいから

スピードを出して走れるから

⾞道を走るのが怖いから

歩道を走りたいが、幅員が狭く、歩⾏者も多く走れな…

その他

歩道走⾏

⾞道走⾏

n=109

n=46

⾃転⾞の走⾏位置として路⾯などに表⽰がされているから

歩道を走りたいが、幅員が狭く、歩⾏者も多く走れないから

○自転車利用時の走行場所は歩道が約 7 割であり、その理由は「安全で安心して走れるから」

「車道を走るのが怖いから」が多くなっています。 

○一方で車道を走行する人の走行理由は「安全ではないがルールで決まっているから」が最も

多く、次いで「歩道を走りたいが、幅員が狭く、歩行者も多く走れないから」となっています。 
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c) 新型コロナウイルスの影響による自転車利用変化 

 
 

 
 

出典：市民アンケート調査 

図 3.10 新型コロナウイルスの影響による自転車利用変化 

 

d) 自転車を利用しない理由 

 
 

 
 

出典：市民アンケート調査 

図 3.11 自転車を利用しない理由 
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新しく⾃転⾞を利用するようになった ⾃転⾞の利用回数を増やした

⾃転⾞の利用回数を減らした ⾃転⾞を利用しなくなった

その他の変化 変わらない

n=336

n=448
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48

44
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1

5

30

39

22

23

57

2

10

25

40

37

9
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⾃転⾞に乗ったことがないから

体⼒的な理由などで、⾃転⾞に乗れないから

目的地までの移動距離が⻑いから

目的地まで時間がかかるから

⾃転⾞をこぐと疲れたり汗をかいたりするから

坂道が多いから

天候に左右されるから

目的地周辺に駐輪場が整備されていないから

近くに使える⾃転⾞がないから

⾃転⾞の走⾏中に危険を感じるから

荷物が多いから

⾃動⾞など、⾃転⾞以外の交通手段の⽅が便利だから

その他 1位 2位 3位

n=330

○新型コロナウイルスの影響による自転車利用は「変わらない」が 9 割以上を占めています。 

○自転車を利用しない理由は「自動車など、自転車以外の交通手段の方が便利だから」が最も

多く、次に「目的地までの移動距離が長いから」が多くなっています。 
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(5) 公共交通の現状 

 
 

 
 

出典：国土数値情報（国土交通省） 

図 3.12 公共交通の状況 

 
 

 
出典：平成 22 年国勢調査 

図 3.13 公共交通の状況 

  

徒歩だけ
5.5%

鉄道・電車
5.5%

乗合バス
0.2%

勤め先・学校のバス
0.4%

自家用車
60.2%

オートバイ
9.3%

自転車
11.0%

その他
7.9%

n=16,145

○通勤・通学における代表交通手段は自家用車が約 60％と最も多く、次に多いのが自転車で

11％を占めています。公共交通である鉄道・電車、乗合バスの分担率は 5.7％と少なくなって

います。 

○伊予市内を運行する鉄道路線は JR 予讃線と伊予鉄道郡中線があり、バス路線は伊予市コミ

ュニティバスと伊予鉄路線バスがあります。 

○双海地区、中山地区ではデマンドタクシーが運行しています。 

伊予市コミュニティバス「あいくる」 
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(6) 日常施設、学校の分布 

 
 

 
 

出典：伊予病院 HP、伊予市 HP、大型小売店総覧 2020（大型小売店） 

図 3.14 日常施設の分布 

 

 
 

出典：伊予市 HP 

図 3.15 学校の分布 

  

○大型小売店は、伊予地区北部の国道沿いを中心に分布しています。 

○高等学校は伊予地区に 1 校あり、中学校は伊予地区に 2 校、双海地区・中山地区に各 1 校

あります。 
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(7) 免許返納状況 

 
 
 

   
 

出典：運転免許統計[警察庁] 出典：伊予警察署 

     図 3.16 愛媛県の免許保有者の推移      図 3.17 伊予署管内の免許返納者数の推移 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

出典：市民アンケート調査 

図 3.18 免許返納後の自転車利用意向及び利用しない場合の移動手段意向 
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n=249

○愛媛県の人口に対する免許保有者数はほぼ横ばいで推移しています。 

○伊予市の免許返納者数は増加傾向を示しています。 

○免許返納後に自転車を利用したいという回答は約 3 割で、利用しない場合の移動手段は「徒

歩」、「コミュニティバス」、「家族・知人などによる送迎」が多くなっています。 

⾃転⾞利用意向 

⾃転⾞を利用しない場合の移動手段意向 
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2) 伊予市の交通安全 

(1) 自転車事故件数、死傷者数 

 
 

 
 

出典：交通事故統計 豆統計[愛媛県警察本部] 

図 3.19 愛媛県の自転車事故件数の推移 

 
 

 
 

出典：平成 31 年/令和元年 交通事故統計情報のオープンデータ [警察庁] 

図 3.20 愛媛県内他市町との人口あたり自転車事故件数の比較 
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○愛媛県内の自転車事故件数は年々減少傾向であるが、全事故に対する自転車事故構成率

は近年微増傾向にあります。 

○伊予市の自転車事故件数は、愛媛県内他市町と比べて中程度となっています。 
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(2) 自転車事故の状況 

 
 
 

        
 
 

 
 

出典：伊予警察署提供データ 平成 28 年 1 月 1 日～令和 2 年 12 月 31 日 

図 3.21 伊予市の自転車事故の状況 
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○伊予市内自転車事故の相手は、ほとんどが車両（自動車、自転車等）となっています。 

○伊予市内自転車事故は、交差点が約 8 割を占め、朝夕の通勤・通学時間帯に多くなっていま

す。 

【参考】 自転車事故の原因には法令違反がある場合が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

出典：令和 2 年交通事故統計 豆統計[愛媛県警察本部] 

図 3.22 愛媛県の自転車事故の原因内訳 

相手内訳 道路形状別 

時間帯別 

1% 1%
4%

27%

6%
12%4%

15%

8%

22%
信号無視 右側・歩道通行等

徐行違反 交差点安全進行

一時不停止 動静不注視

前方不注意 安全不確認

その他 違反なし

n=482
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(3) 自転車保険加入状況 

 
 
 

 
 
 

 
 

出典：市民アンケート調査 

図 3.23 保険加入状況及び保険未加入の理由 
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傷害保険の特約として加入

市⺠共済、全労済、⽣協などの共済に加入

点検・整備を受けた安全な⾃転⾞に付帯される「TSマーク付
帯保険」に加入

⼩中⾼⼤学⽣が学校で加入するPTA保険など（⾼校⽣向け
の全国⾼P連賠償責任補償制度、⼤学⽣向けの学研災付…

会社など団体の構成員向けの団体保険

クレジットカードその他に付帯している上記以外の付帯保険に
加入

加入はしているはずであるが、どんな保険か不明

入っていない

わからない

n=157

⼩中⾼⼤学⽣が学校で加入するPTA保険など（⾼校⽣向けの全国
⾼P連賠償責任補償制度、⼤学⽣向けの学研災付帯賠償責任保険

など）に加入

27%

7%

3%

50%

23%

7%

0% 20% 40% 60%

⾃転⾞保険についてよく知らないから

加入手続きなど相談先がわからないから

保険料が⾼いから

加入について考えたことがないから

事故の加害者になることはほとんどないと思うから

その他

n=30

○保険加入状況は「自転車保険」、「自動車保険の特約として加入」が多く、次に「入っていな

い」が多くなっています。 

○保険未加入の理由は「加入について考えたことがないから」が最も多くなっています。 

保険加入状況 

保険未加入の理由 
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(4) ヘルメット着用 

 
 

 
 

出典：市民アンケート調査 

図 3.24 ヘルメット着用有無 

 
 
 
 
 

(5) 交通ルール 
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趣味（サイクリング等）

いつもヘルメットを着用する ヘルメットを着用することが多い

ヘルメットを着用しないことが多い ヘルメットを全く着用しない

n=92

n=143

n=106

○ヘルメットは「全く着用しない」が最も多く、どの目的でも 7 割以上を占めています。 

○知っている交通ルールは多くが 8 割を超えていますが、「人の多い道路では自転車に乗らず

に押し歩きをする」、「歩道を走るときはすぐに止まれるスピードで走る」の認知度が相対的に

低くなっています。 

○守っていないルールは「ヘルメットを着用する」が最も多く、次いで「車道を走る」となっていま

す。 

○「ながら運転」や「傘さし運転」、「横に並んで走らない」は、認知度が高い割に守っていない割

合が高くなっています。 
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出典：市民アンケート調査 

図 3.25 知っている交通ルール 

 
 

 
 

出典：市民アンケート調査 

図 3.26 守っていない交通ルール 
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3) 伊予市の観光・サイクルツーリズム 

(1) 観光入込客数 

 
※松山圏域：松山市、伊予市、東温市、久万高原町、松前町、砥部町 

 
 

出典：観光客数とその消費額[愛媛県] 

図 3.27 松山圏域の観光入込客数の推移 

 

 

 
 

出典：観光客数とその消費額[愛媛県] 

図 3.28 伊予市の主要観光施設の利用者数推移 
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○松山圏域※の観光入込客数は 2013 年～2015 年は微増傾向にありましたが、2015 年以降は

横ばいで、1,100 万人前後で推移しています。 

○伊予市の主要観光施設の利用者数は、2014 年～2016 年は増加していましたが、2017 年以

降は減少傾向となっています。 
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(2) 観光地の分布 

 
 

 
 

出典：観光客数とその消費額[愛媛県]（利用者数） 

図 3.29 観光資源 

 
  

○観光資源は、伊予市内全域に点在しています。 
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(3) 観光移動特性 

a) 観光地滞在箇所数、伊予市来訪者の居住地 

 
 
 

     
図 3.30 一人当たりの観光地滞在箇所数 

 
 

 
図 3.31 伊予市来訪者の居住地 
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○観光地滞在箇所数は、コロナ前・後ともに 1 箇所が約 75％を占め、周遊が少なくなっていま

す。 

○コロナ前と比較してコロナ後では全体的に来訪者が減っており、構成比では四国３県の割合

が減り、松山市・大洲市等近くからの割合が増えています。 

○愛媛県内、県外比率で見ても県内の割合が増え、県外の割合が減っています。 

【コロナ前（2019 年 9 月）】 【コロナ後（2020 年 9 月）】 
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b) 観光地間の流動 

 
 
 

 
 
 

 
 

図 3.32 観光地間の流動 

  

○コロナ後は人の移動が少なく、観光地間の流動も少なくなっています。 

○伊予地区、双海地区、中山地区、それぞれ地区内の移動が多く、地区を跨ぐ移動は少なくな

っています。 

【コロナ前（2019 年 9 月）】 

【コロナ後（2020 年 9 月）】 
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(4) サイクリング状況 

a) 伊予市内でのサイクリング実施頻度 

 
 
 

 
 
 

 
 

出典：自転車利用者を対象としたアンケート調査 

図 3.33 伊予市内でのサイクリング頻度及びサイクリング頻度が少ない理由 
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伊予市のことをあまりよく知らないから

⾃宅から遠く、頻繁にサイクリングできる距離ではないから

その他
n=179

○伊予市外居住者の伊予市内でのサイクリング実施頻度は半年に 1 回以下が 8 割以上であり、

その理由は、距離に関係ない理由（魅力を感じない、知らない）が約 3 割となっています。 

伊予市内でのサイクリング実施頻度 

伊予市内でのサイクリング実施頻度が少ない理由 
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b) 伊予市内でのサイクリングの主な目的、目的地 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

出典：自転車利用者を対象としたアンケート調査 

図 3.34 伊予市内でのサイクリングの主な目的及び目的地 
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※「栗の⾥公園」には、「なかやまフラワーハウス」および「花の森ホテル」を含む

○伊予市内でのサイクリングの主な目的は、「景色」、「食」が多く、主な目的地は「伊予灘 SA」、

「五色浜（五色浜公園）」、「ウェルピア伊予」と伊予地区内が多くなっています。 

伊予市内でのサイクリングの主な目的 

伊予市内でのサイクリングの主な目的地 
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c) 伊予市内での立寄り箇所数 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

出典：自転車利用者を対象としたアンケート調査 

図 3.35 伊予市内での立寄り箇所数及び立寄り箇所数が少ない理由 
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○伊予市内での立寄り箇所数は 1 箇所が約 3 割と最も多く、その理由は走るだけを除くと、「立

寄りたい施設がないから」、「伊予市に何があるか知らないから」が多くなっています。 

伊予市内での⽴寄り箇所数 

伊予市内での⽴寄り箇所数が少ない理由 
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d) 伊予市内でのサイクリングの最初の立寄り地 

 
 
 

 
 

出典：自転車利用者を対象としたアンケート調査 

図 3.36 伊予市内でのサイクリングの最初の立寄り地 
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谷上山第2展望台
伊豫稲荷神社

かわらがはな古代窯跡群
三秋の⼤池

オガタマノキ（⾼野川神社）
ふたみシーサイド公園（道の駅ふたみ）

ふたみ潮風ふれあい公園
三島神社

夕やけこやけライン
本谷の棚田

閏住の菜の花畑
JR下灘駅

閏木醤油工場
日本水仙花開道

なかやまクラフトの⾥（道の駅なかやま）
なかやま栗センター
盛景寺の菩提樹

栗の⾥公園（※）
その他

※「栗の⾥公園」には、「なかやまフラワーハウス」および「花の森ホテル」を含む

n=135

○伊予市内でのサイクリングの最初の立寄り地は主な目的地と同様に、「伊予灘 SA」、「五色浜

（五色浜公園）」、「ウェルピア伊予」が多くなっています。 
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e) 伊予市内でのサイクリングの流動 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：自転車利用者を対象としたアンケート調査 

図 3.37 伊予市内でのサイクリングの流動 

 
 

  

○伊予地区、双海地区、中山地区、それぞれ地区内の移動が多く、地区に跨る移動は少なくな

っています。 

10～
5～9
3～4

※夕やけこやけラインは
海岸沿い全体を指
すことから流動から除
いています 

番号 施設名

15 かわらがはな古代窯跡群
16 三秋の大池
17 オガタマノキ（高野川神社）

18
ふたみシーサイド公園（道
の駅ふたみ）

19 ふたみ潮風ふれあい公園

20 三島神社

21 夕やけこやけライン
22 本谷の棚田

23 閏住の菜の花畑

24 JR下灘駅
25 閏木醤油工場

26 日本水仙花開道

番号 施設名

1 ウェルピア伊予
2 伊予灘SA
3 伊豫岡八幡神社
4 手づくり交流市場　町家
5 まちの縁側「ミュゼ灘屋」
6 山惣商店
7 彩浜館
8 五色浜（五色浜公園）
9 五色姫海浜公園
10 しおさい公園
11 大谷池
12 えひめ森林公園
13 谷上山第2展望台
14 伊豫稲荷神社

番号 施設名

27
なかやまクラフトの里（道の
駅なかやま）

28 なかやま栗センター

29 盛景寺の菩提樹

30
栗の里公園（なかやまフラ
ワーハウス・花の森ホテル）
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f) 伊予市内でのサイクリングのスタート地点、ゴール地点、総距離 

 
 

 

        
 
 
 

 
 

出典：自転車利用者を対象としたアンケート調査 

図 3.38 伊予市内でのサイクリングのスタート地点、ゴール地点及び総距離 

 
  

伊予市内
38%

松山市
19%

今治市
6%

⼤洲市
2%

⻄条市
2%

その他愛媛県内
3%

愛媛県外
6%

不明
23%

n=212

伊予市内
47%

松山市
8%

今治市
4%

⼤洲市
3%

⻄条市
1%

その他愛媛県内
8%

愛媛県外
2%

不明
26%

n=212

9%

23%

17%12%

16%

7%

10%

6%

〜10km未満 10〜20km未満

20〜30km未満 30〜50km未満

50〜70km未満 70〜100km未満

100〜200km未満 200km以上

n=212

○伊予市内でのサイクリングのスタート地点、ゴール地点ともに伊予市内が最も多く、次いで松

山市となっています。 

○総距離は 10～20km 未満が最も多くなっています。 

スタート地点 ゴール地点 

総距離 

※伊予市外の距離を含む 
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g) 伊予市内でのサイクリングの意向 

 
 

 

 
 
 
 

 
 

出典：自転車利用者を対象としたアンケート調査 

図 3.39 伊予市内でのサイクリングの意向及び今まで行かなかった理由 

  

26%
25%

20%
15%
16%

14%
14%

22%
24%

22%
11%
12%

9%
15%

12%
9%

10%
20%

14%
12%

23%
11%

10%
14%
14%

10%
13%

17%
13%

15%
8%

0% 10% 20% 30% 40%

ウェルピア伊予
伊予灘SA

伊豫岡八幡神社
手づくり交流市場 町家

まちの縁側「ミュゼ灘屋」（旧宮内邸）
山惣商店

彩浜館
五色浜（五色浜公園）

五色姫海浜公園
しおさい公園

⼤谷池
えひめ森林公園

谷上山第2展望台
伊豫稲荷神社

かわらがはな古代窯跡群
三秋の⼤池

オガタマノキ（⾼野川神社）
ふたみシーサイド公園（道の駅ふたみ）

ふたみ潮風ふれあい公園
三島神社

夕やけこやけライン
本谷の棚田

閏住の菜の花畑
JR下灘駅

閏木醤油工場
日本水仙花開道

なかやまクラフトの⾥（道の駅なかやま）
なかやま栗センター
盛景寺の菩提樹

栗の⾥公園（※）
あてはまるものはない

※「栗の⾥公園」には、「なかやまフラワーハウス」および「花の森ホテル」を含む

n=212

26%

50%

14%

8%
2%

⾏ってみたいとは思うが、そのためだけに⾏くほどではないから

⾏くのに時間がかかるから

⾏くのにお⾦がかかるから

どうやって⾏けば良いかわからないから

その他

n=196

○伊予市内で行ってみたい地域・施設は「ウェルピア伊予」、「伊予灘 SA」が多く、「五色姫海浜

公園」や「ふたみシーサイド公園（道の駅ふたみ）」等、伊予灘沿いの施設も多くなっていま

す。 

○上記施設等に今まで行かなかった理由は「行くのに時間がかかるから」が最も多く半数を占め

る一方で、「行ってみたいとは思うが、そのためだけに行くほどではないから」が約 3 割となって

います。 

伊予市内でのサイクリングの意向 

上記施設に今まで⾏かなかった理由 
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h) 伊予市内でサイクリングを実施するために必要な取組み 

 
 

 
 

出典：自転車利用者を対象としたアンケート調査 

図 3.40 伊予市内でサイクリングを実施するために必要な取組み 

 

 

 

  

52%
34%

30%
34%

22%
31%

20%
21%

29%
15%

20%
14%

0% 20% 40% 60%

安全・快適な走⾏環境の整備
サイクルオアシスの拡充

サイクリング拠点施設の整備
サイクリスト向け交通機関の整備

e-bikeのレンタサイクル
乗り捨てできるレンタサイクルの導入

サイクルレスキューの整備
サイクリスト向け宿泊施設・飲食店の整備

サイクリングマップ作製
サイクリスト向けガイドツアーの整備

Web・アプリ等による情報提供
サイクリスト向け割引サービス

その他

n=212

○伊予市内でサイクリングを実施するために必要な取組みは「安全・快適な走行環境の整備」が

最も多く、「サイクルオアシスの拡充」、「サイクリスト向け交通機関の整備」等も多くなっていま

す。 
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(5) サイクリングマップ・コース 

a) 愛媛マルゴト自転車道 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：愛媛マルゴト自転車道 HP 

図 3.41 愛媛マルゴト自転車道 

○愛媛マルゴト自転車道 28 コースの内、「伊予灘・佐田岬せとかぜ海道」と「内子・中伊予さとや

ま輪道」が伊予市を通過しています。 
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b) 四国一周サイクリング 

 
 

 
 

 
 

出典：四国一周サイクリング HP 

図 3.42 四国一周サイクリング 

 

  

○四国一周サイクリングでのトリップスポットとして下灘駅や夕やけこやけラインが紹介されていま

す。 
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(6) 中予サイクルオアシス 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
図 3.43 伊予市内の中予サイクルオアシス 

 
 

 
図 3.44 道の駅なかやま 

出典：愛媛県 HP、道の駅なかやま HP 

  

○中予地域を訪れたサイクリストが安心してサイクリングが楽しめるよう、気軽に立ち寄って休憩

ができ、地域の人々との交流が図れる「おもてなし」の場所としてサイクルオアシスを整備して

います。 

なかやまクラフトの里（道の駅なかやま） 

11
31
13
15
6
8

 中予サイクルオアシス計 84

427 愛媛県内サイクルオアシス計
（広島県尾道市内施設を含む）

 伊予市
 松山市
 東温市
 久万高原町
 松前町
 砥部町

（令和３年 12 月 31 日現在） 
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(7) 道の駅リニューアル 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：愛媛県 HP（中予サイクルオアシス）、道の駅ふたみ HP 

図 3.45 道の駅ふたみ 

  

○道の駅ふたみは、愛媛マルゴト自転車道や四国一周サイクリングのコース沿いにあり、「中予

サイクルオアシス」登録施設としてサイクリスト向けの各種サービスを提供、サイクルツーリズム

を推進しています。 

○2021 年 5 月 28 日にリニューアルオープンしました。伊予市の特産品販売だけでなく、夏には

美しい海で海水浴、夕方には瀬戸内海に沈む美しい夕日が楽しめます。 
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(8) e-bike の導入 

a) e-bike のレンタサイクル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図 3.46 e-bike のレンタサイクル 

 

 

  

○2021 年 6 月より e-bike のレンタサイクルを開始しました。市内の主要施設 5 箇所でレンタルで

きます。 

○車種はスポーツタイプ（クロスバイク）とシティサイクルタイプの 2 種類用意しています。 
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b) e-bike の認知・利用経験 

 
 

 
 

出典：市民アンケート調査 

図 3.47 e-bike の認知・利用経験 

 
 

c) e-bike のレンタサイクルに求めるサービス 

 
 

 
 

出典：市民アンケート調査 

図 3.48 e-bike のレンタサイクルに求めるサービス 

 
  

1%
0.2%

5% 55% 39%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

e-bikeを知っており、スポーツタイプ・シティサイクルタイプ両⽅のe-bikeを利用したことがある
e-bikeを知っており、スポーツタイプのe-bikeを利用したことがある
e-bikeを知っており、シティサイクルタイプのe-bikeを利用したことがある
e-bikeを知っているが、利用したことはない
e-bikeを知らない

n=495

36%

57%

22%

31%

36%

13%

8%

22%

29%

9%

16%

6%

0% 20% 40% 60%

周辺施設の情報提供・割引サービス

乗り捨てできる

24時間利用できる

WEB・アプリ等で予約できる

⾃転⾞のトラブルに対応してくれるサイクルレスキューの整備

サイクリスト向けガイドツアーの整備

着替えやシャワー等の設備

休憩場所の提供

手ぶらでサイクリングのための荷物の⼀時預かりサービスの提供

ホテル等への手荷物搬送サービスの提供

初⼼者に向けたe-bikeの乗り⽅説明

その他

n=518

○「知っているが、利用したことはない」が半数以上を占め、「知らない」が約 4 割となっていま

す。 

○「乗り捨てできる」が最も多く、次いで「周辺施設の情報提供・割引サービス」、「自転車のトラブ

ルに対応してくれるサイクルレスキューの整備」となっています。 
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d) e-bike のレンタサイクルを利用したい場面 

 
 

 
 

出典：市民アンケート調査 

図 3.49 e-bike のレンタサイクルを利用したい場面 

 
 

e) e-bike のレンタサイクルを利用したい期間 

 
 

 
 

出典：市民アンケート調査 

図 3.50 e-bike のレンタサイクルを利用したい期間 

 
  

4.3%

0.7%

3.4%

0.2%

0.7%
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0.9%

0.4%

1.8%

26.4%

16.1%

4.5%

1.1%

37.4%

4.2%

1.1%

23.1%

0.7%

0.2%

3.1%

5.1%

1.1%

0.9%

1.8%

19.8%

4.8%

0.4%

1.1%

32.6%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

通勤・通学

仕事（業務）

買い物、通院などの日常⽣活

子どもの送迎

習い事での移動

カフェやランチのお店めぐり

歴史的まち並みを散策

神社・仏閣を巡る

JR、伊予鉄の沿線を巡る

素敵な写真が撮れるスポットを巡る

ゆっくりのんびり景色を楽しむサイクリング

景色の良いところを厳選してサイクリング

本格的なスポーツサイクリング

その他

e-bikeを使いたいと思わない

スポーツタイプ

シティサイクルタイプ
n=447

n=454

10%

19%

23%

33%

40%

32%

26%

15%

1%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

スポーツタイプ

シティサイクルタイプ

1時間以内 2〜3時間程度 半日程度 1日程度 2日以上

n=269

n=281

○スポーツタイプではサイクリング、シティサイクルタイプでは日常生活やサイクリングが多くなっ

ています。 

○スポーツタイプは半日以上が多く、シティサイクルタイプは 2～3 時間以内が多くなっていま

す。 
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f) e-bike のレンタサイクルの利用上限額 

 
 

 

 
 
 
 

 
 

 
 

出典：市民アンケート調査（伊予市居住者）、自転車利用者を対象としたアンケート調査（伊予市居住者以外） 

図 3.51 e-bike のレンタサイクルの利用上限額 

 
  

35%

18%

47%

21%

12%

19%

4%

18%

2%

12% 3%

1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

伊予市居住者

伊予市居住者以外

n=298

n=194

52%

25%

35%

21%

11%

18%

1%

12%

1%

10% 3%

1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

伊予市居住者

伊予市居住者以外

n=317

n=194

1時間当たり100円以内 1時間当たり101〜300円以内
1時間当たり301〜500円以内 1時間当たり501〜800円以内
1時間当たり801〜1,000円以内 1時間当たり1,001〜1,500円以内
1時間当たり1,501円以上

○スポーツタイプ、シティサイクルタイプともに伊予市居住者以外と比較して、伊予市居住者の

方が利用上限額は低くなる傾向にあり、1 時間あたり 300 円以内が 8 割以上となっています。 

○スポーツタイプとシティサイクルタイプを比較すると、スポーツタイプの方が利用上限額は高く

なっています。 

スポーツタイプ 

シティサイクルタイプ 
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4) 新型コロナウイルス感染症拡大による観光への影響 

(1) 訪日外国人旅行者数、旅行消費額 

 
 

 
 

出典：令和 2 年版 観光白書 

図 3.52 訪日外国人旅行者数及び前年同月比の推移 

 
 

 
 

出典：令和 2 年版 観光白書 

図 3.53 訪日外国人旅行消費額及び前年同期比の推移 

 
  

○入国制限等により、2020 年（令和 2 年）3 月の訪日外国人旅行者数は前年同月比 93.0％減、

同年 4 月は前年同月比 99.9％減と外国人旅行者が大幅に減少しています。 

○訪日外国人旅行者の減少に伴い、2020 年（令和 2 年）1-3 月期の訪日外国人旅行消費額

は、前年同期比 41.6％減の 6,727 億円と大きく減少しています。 
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(2) 日本人の国内旅行消費額 

 
 

 
 

出典：令和 2 年版 観光白書 

図 3.54 日本人の国内旅行消費額及び前年同月比の推移 

 
  

○日本人の国内旅行消費額は、3 月は前年同月比 53.1％減の 7,864 億円となり、2010 年（平成

22 年）の現行調査開始以降最大の減少となっています。 
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5) 伊予市民の健康 

(1) 健康づくり 

 
 

 
出典：市民アンケート調査 

図 3.55 伊予市民の健康づくり（年齢階層別） 

 
 

 
出典：市民アンケート調査 

図 3.56 伊予市民の健康づくり（居住地区別） 
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8%

5%

4%

8%

6%

9%
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5%

7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総数

男性

⼥性

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

20〜64歳

男性 20〜64歳

⼥性 20〜64歳

65歳以上

男性 65歳以上

⼥性 65歳以上

健康づくりに興味があり、現在⾃転⾞で運動をしている

健康づくりに興味があり、現在⾃転⾞は利用していないが他の運動をしている

健康づくりに興味はあるが、現在運動をしていない

健康づくりに興味がない

n=494

n=270

n=220

n=28

n=49

n=90

n=99

n=154

n=65

n=350

n=179

n=170

n=134

n=84

n=47

8%

5%

2%

39%

34%

33%

47%

59%

56%

6%

2%

10%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

伊予地区

中山地区

双海地区

健康づくりに興味があり、現在⾃転⾞で運動をしている

健康づくりに興味があり、現在⾃転⾞は利用していないが他の運動をしている

健康づくりに興味はあるが、現在運動をしていない

健康づくりに興味がない

n=382

n=58

n=52

○全体では、自転車を含め運動している人が約 4 割となっています。 

○自転車を含め健康づくりに興味があり、現在運動をしている割合は若年層ほど低くなっていま

す。 

○伊予地区は中山地区・双海地区に比べて運動をしている割合が高くなっています。 

○運動している人を除き、総じて健康づくりに興味がないよりも興味がある割合が高くなっていま

す。 
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(2) 健康寿命 

 
 

 
 

 
 

出典：伊予市健康づくり・食育推進計画 

図 3.57 伊予市の健康寿命と評価指標 

  

○伊予市の平均健康寿命は男性 64.7 歳、女性 66.9 歳で、愛媛県平均男性 64.8 歳、女性 66.8

歳と同程度となっています。 

○伊予市では「日常生活動作が自立している期間の平均」を 2013 年度の中間評価より伸ばすこ

とを目標としています。 
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(3) 運動習慣 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：伊予市健康づくり・食育推進計画 

図 3.58 伊予市 健康づくりアンケート（平成 29 年）と運動習慣評価指標 

  

○日常生活における歩数は 2012 年度より改善していますが、運動習慣者の割合は 2012 年度

よりも悪化しています。 

○運動習慣者の割合は若い世代の方が低くなっています。 

○運動不足を感じている人の割合についても若い世代の方が高くなっています。 

運動習慣者の割合 運動不足を感じている⼈の割合 
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6) 伊予市民の防災 

 
 

 
 

 
 

 
 

出典：伊予市地域防災計画 

図 3.59 伊予市での地震・津波の想定 

 
 
 

  

○伊予市では南海トラフ巨大地震や芸予地震が想定されており、最大クラスの津波をもたらすと

想定されています。 

○災害時の避難手段や災害発生後の移動手段として、自転車の活用が有効であり、複数の自

治体で災害時の自転車活用に取組み始めています。 
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7) 伊予市の自転車環境の満足度 

 
 

 
 

出典：市民アンケート調査 

図 3.60 伊予市の自転車環境の満足度 

 
 
 

 
 

出典：市民アンケート調査 

図 3.61 優先してほしい政策 
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⾃転⾞を活用した観光振興

ルール・マナーの啓発

伊予市の⾃転⾞の取組みに関する総合的な満足度

満足 やや満足 やや不満 不満
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駐輪環境整備

⾃転⾞に関する情報発信

⾃転⾞を活用した観光振興

⾃転⾞を活用した健康づくりに関する取組み

ルール・マナーの啓発

⾃転⾞を活用した防災に関する取組み 1位 2位 3位

n=442

○全体的に「やや満足」、「満足」よりも「やや不満」、「不満」の割合が高くなっており、特に「自転

車に関する情報発信」、「自転車を活用した観光振興」、「ルール・マナーの啓発」の満足度が

低くなっています。 

○優先してほしい施策は「自転車走行環境整備」が最も多く、次いで「ルール・マナーの啓発」と

なっています。 
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3.2 伊予市の自転車に関わる課題の整理 

以上を踏まえ、伊予市の自転車に関わる課題を整理しました。 
 

 
 

図 3.62 伊予市の自転車に関わる課題の整理 

 

日
常
活
用 

健
康 
防
災 

安
全
・
安
心 

観
光
活
用 

現状のまとめ 課題 

○⼈⼝減少・⾼齢化が進⾏ 
○通勤・通学時の交通手段は⾃動⾞が 6 割、⾃

転⾞は約 1 割 
○公共交通機関の分担率は低く、市⺠の移動を

十分に担えていない 
○商業施設の多くは伊予地区に存在 
○⾼等学校は伊予地区のみに存在 
○免許返納者数は年々増加 

○松山圏域の観光入込客数は横ばいだが、伊予
市の主要観光施設の利用者数は減少傾向 

○伊予市内の観光資源は点在しており、観光地間
の周遊が少ない 

○各地区内の移動はあるものの、地区を跨ぐ移動
は少ない 

○コロナにより、⼈の移動は少なくなり、近距離居住
者の来訪割合が増加 

○運動習慣者の割合は以前より悪化 
○運動習慣者の割合は若い世代が低い 
○運動不足を感じている⼈の割合は若い世代が⾼

い 

○南海トラフ巨⼤地震、芸予地震が想定されてお
り、最⼤クラスの津波が発⽣ 

○他都市のような災害時の⾃転⾞活用の取組み
は現状なし 

○愛媛県内の⾃転⾞事故は減少しているものの、
全事故に対する⾃転⾞事故の構成率は近年増
加傾向 

○伊予市の⾃転⾞事故の相手はほとんどが⾞両で
あり、交差点が約 8 割、朝夕の通勤・通学時間
帯に多い 

○⾃転⾞事故の原因は法令違反の場合が多い 

●⾃動⾞に依存しないマルチモーダルな都市形成 
全ての移動を⾃動⾞が担うのではなく、短距離の移動
等、エコで健康な⾃転⾞が担うことが可能 

●公共交通の利⽤促進 
端末交通としての⾃転⾞との連携により利用促進が可能 

●免許返納後の高齢者の移動手段確保 
e-bike 等の活用等も踏まえ、⾃転⾞が担うことが可能 

●⾃転⾞が安全・安心に⾛⾏できる環境構築 
⾃転⾞専用通⾏帯、⽮⽻等、道路空間に応じた整備に
より、⾃転⾞に関わる事故の削減が可能 

●⾃転⾞のルール・マナーの周知 
ルール・マナーの周知により、⾃転⾞事故の原因となる⾃
転⾞利用者の法令違反を防ぐとともに、ドライバーの⾃転
⾞に対する配慮の醸成を図ることが可能 

●地区間を跨ぐ市内周遊の促進 
点在している市内の観光地間の周遊を促すために、e-
bike 等を用いた⾃転⾞の活用が有効 

●市⺠や近距離居住者の観光促進 
市内の魅⼒的な観光地を再発⾒してもらうために、新た
な楽しみ⽅としてサイクリング等による観光が有効 

●運動習慣の確保・維持 
通勤・通学、私用等の日常における移動時の⾃転⾞活
用や余暇活動でのサイクリング等による運動習慣の確保・
維持が可能 

●災害時の移動や情報伝達等における事前対策 
災害時の移動や情報伝達において、手軽で⼩回りがきく
⾃転⾞を活用することで、迅速な対応が可能 
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4 計画の基本方針・目標 

4.1 課題を踏まえた計画の基本方針 

課題を踏まえ、本計画の基本方針を以下の通り定めます。 
 

 
図 4.1 課題を踏まえた計画の基本方針 

 
  

課題 基本方針 

⾃転⾞活⽤の推進による 

良好な都市環境の形成 

⾃転⾞活⽤の推進による 

健康⻑寿社会の実現 

災害発生時の移動・情報 

伝達手段としての⾃転⾞の 

活⽤ 

⾃転⾞事故の無い、 

安全で安心な社会の実現 

⾃転⾞を活⽤した観光推進
及びそれによる地域の 

活性化の実現 

●⾃動⾞に依存しないマルチモーダルな都市形成 
全ての移動を⾃動⾞が担うのではなく、短距離の移動等、
エコで健康な⾃転⾞が担うことが可能 

●公共交通の利⽤促進 
端末交通としての⾃転⾞との連携により利用促進が可能 

●免許返納後の高齢者の移動手段確保 
e-bike 等の活用等も踏まえ、⾃転⾞が担うことが可能 

●⾃転⾞が安全・安心に⾛⾏できる環境構築 
⾃転⾞専用通⾏帯、⽮⽻根型路⾯表⽰等、道路空間
に応じた整備計画を作成し、⾃転⾞事故発⽣を抑制 

●⾃転⾞のルール・マナーの周知 
ルール・マナーの周知により、⾃転⾞事故の原因となる⾃
転⾞利用者の法令違反を防ぐとともに、ドライバーの⾃転
⾞に対する配慮の醸成を図ることが可能 

●地区間を跨ぐ市内周遊の促進 
点在している市内の観光地間の周遊を促すために、e-
bike 等を用いた⾃転⾞の活用が有効 

●市⺠や近距離居住者の観光促進 
市内の魅⼒的な観光地を再発⾒してもらうために、新たな
楽しみ⽅としてサイクリング等による観光が有効 

●運動習慣の確保・維持 
通勤・通学、私用等の日常における移動時の⾃転⾞活
用や余暇活動でのサイクリング等による運動習慣の確保・
維持が可能 

●災害時の移動や情報伝達等における事前対策 
災害時の移動や情報伝達において、手軽で⼩回りがきく
⾃転⾞を活用することで、迅速な対応が可能 

日
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用 
健
康 

防
災 

安
全
・
安
心 

観
光
活
用 



4 計画の基本方針・目標 

4-2 

4.2 基本方針を踏まえた目標 

計画目標は、上記基本方針を踏まえ、以下の通り設定します。 
 

 
図 4.2 基本方針を踏まえた計画目標 

 
 
 

基本方針 

⾃転⾞活⽤の推進による 

良好な都市環境の形成 

⾃転⾞活⽤の推進による 

健康⻑寿社会の実現 

災害発生時の移動・情報 

伝達手段としての⾃転⾞の 

活⽤ 

⾃転⾞事故の無い、 

安全で安心な社会の実現 

⾃転⾞を活⽤した観光推進
及びそれによる地域の 

活性化の実現 
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基本方針を踏まえた⽬標 

●サイクルツーリズムの振興による
地域活性化 

●地域が主体となった⾃転⾞の 
受け入れ環境整備 

●⾃動⾞に依存しない生活交通の
推進 

●公共交通と⾃転⾞の連携強化 
●免許返納後の移動手段確保 

●⾃転⾞が安全・安心して⾛⾏ 
できる環境整備方針を計画 

●⾃転⾞のルール、マナー、 
基礎知識の周知・啓発 

●⾃転⾞を活⽤した運動習慣 
確保、維持 

●災害時の移動手段、伝達手段、
輸送手段の確保 
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5 実施すべき施策とスケジュール 

5.1 実施すべき施策 

計画目標達成のために、具体的に実施すべき施策を以下の通り定めます。 
 

表 5.1 実施すべき施策 

基本 
方針 目標 項目 SDGs 

観
光
活
用 

サイクルツーリズムの 
振興による地域活性化 

デジタルコンテンツの活用による伊予市サイクリング
の魅⼒発信 

 

新たな視点からの伊予市らしい⾃転⾞観光プラン
の提案 

地域が主体となった 
⾃転⾞の受け入れ環境整備 

市⺠との協働・参画による⾃転⾞観光の受け入
れ態勢充実 

企業・団体等との協働・参画による⾃転⾞観光の
受け入れ態勢充実 

日
常
活
用 

⾃動⾞に依存しない 
生活交通の推進 

⾃転⾞を利用しやすい都市環境を計画 
（ハード整備⽅針に係る計画） 

 

⾃転⾞を活用した新しいライフスタイルの提案 
（ソフト事業） 

⾃転⾞通勤の促進に関する取り組み 

公共交通と⾃転⾞の 
連携強化 公共交通機関との連携 

免許返納後の移動手段 
確保 中⾼年に向けた⾃転⾞利活用の提案 

安
全
・
安
心 

⾃転⾞が安全・安心して 
⾛⾏できる環境整備 

快適で安全な⾃転⾞環境に向けての計画 
 

⾃転⾞の安全運⾏に関する意識啓発 

関係機関との連携強化 

⾃転⾞のルール、マナー、 
基礎知識の周知・啓発 年齢・属性に応じた交通安全教育の実施 
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基本 
方針 目標 項目 SDGs 

健
康 

⾃転⾞を活⽤した運動習慣
確保、維持 

⾃転⾞利用による手軽な運動習慣確保のための
周知・啓発 

 

防
災 

災害時の移動手段、伝達 
手段、輸送手段の確保 

災害時の移動、伝達、輸送手段としての 
⾃転⾞保有・整備の周知・促進 

 

 
 
 

5.2 実施すべき施策のスケジュール 

各施策の実施スケジュールについては、計画期間である、2022 年度（令和 4 年度）から

2026 年度（令和 8 年度）までの 5 年間の間に実施するものとします。 
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6 推進体制及びモニタリング方法 

6.1 推進体制 

本計画は、当市、愛媛県等の「公的機関」、サイクルオアシス、組合等の「企業」、地元飲

食店主・商店主等、おもてなしさん※等の「住民」の 3 者が協働して実施していきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6.1 計画の推進体制 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

【公的機関】 
伊予市 

愛媛県、国 
観光協会、警察 
教育機関 等 

自転車 

活用推進 

【企業】 
サイクルオアシス 
自転車商協同組合 

その他企業 

【住民】 
地元飲食店主・商店主等 

おもてなしさん 
その他市民 

※ おもてなしさんとは 

伊予市おもてなしさんとは、伊予市のいろいろな価値＝いいね︕を、ご⾃分の SNS でシェアする⼈のことで、
いいね︕の輪を広げることで伊予市のファンを作っていくためのプロジェクトです。 
伊予市にお住いの⽅はもちろん市外の⽅も、このまちのことが好きなら誰でも参加することができます。 

出典：伊予市おもてなしさん手帖 
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また、観光分野からの産業振興を中心として具体的に実現していくための実施計画として

位置付けられる「伊予市まるごと おもてなしプラン ～伊予市観光振興計画～」と連携しなが

ら推進していきます。 
 

 
図 6.2 伊予市まるごと おもてなしプランの位置付け 

  

未来戦略１ 
３万人が住み続けたくなる 

環境をつくります 

未来戦略２ 
３万人を支える 
産業を育てます 

未来戦略３ 
３万人の力を結集できる 

意識改革を行います 

第２次伊予市総合計画 
まち・ひと ともに育ち輝く伊予市 

伊予市まるごと おもてなしプラン 

～ 伊予市観光振興計画 ～ 

中心的な計画実施 
及びフィードバック 

側面的な計画実施 
及びフィードバック 

側面的な計画実施 
及びフィードバック 
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6.2 モニタリング方法 

計画を着実に推進していくために、計画目標を設定します。公的機関、企業、住民の 3 者

で PDCA に基づき、各施策の実施状況、課題を確認し、必要に応じて計画の見直し、改善を

検討していきます。 
 

表 6.1 モニタリング方法 

基本

方針 アウトカム指標 現状値 目標値 

観
光
活
用 

主要観光施設の入込客数 
54 万⼈ 

（R1 2019） 
60 万⼈ 

（R8 2026） 

e-bike の利⽤者数 
0 ⼈ 

（R2 2020） 
500 ⼈ 

（R8 2026） 

日
常
活
用 

⾃転⾞⾛⾏環境の満⾜度 
38.2％ 

（R3 2021） 
50.0% 

（R8 2026） 

日常利⽤での⾃転⾞分担率 
7.0% 

（R3 2021） 
10.0% 

（R8 2026） 

安
全
安
心 

⾃転⾞事故件数（5 年間） 
39 件 

(H28 2016〜R2 2020) 
25 件 

(R4 2022〜R8 2026) 

⾃転⾞保険加入率 
71.3％ 

（R3 2021） 
80.0% 

（R8 2026） 

健
康 

健康づくりのための⾃転⾞での
運動実施率 

7.1％ 
（R3 2021） 

9.0％ 
（R8 2026） 

防
災 災害時での⾃転⾞の活⽤ ー 伊予市地域防災計画等

での位置づけを検討 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6.3 PDCA サイクル 

 
 

PLAN 

（ 計 画 ）  

DO 

（ 実 行 ）  

ACT 

（ 改 善 ）  

CHECK 

（ 評 価 ）  

基本方針、計画目標、実施施策
等を示した計画を策定 

計画に基づき、各種施策を実施 

各種施策の実施状況、課題の確認
各種施策の課題、社会情勢の変化等
を踏まえ、計画の見直し・改善を検討 
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